
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
が

幕
を
開
け
ま
す
。「
一
年

の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
神
々
し
い
初
日
に
手

を
合
わ
せ
、
清
ら
か
な
心
持
ち
で
新
年

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ま
佐

賀
市
の
佐
賀
県
立
美
術
館
で
は
、
佐
賀

新
聞
創
刊
１
４
０
周
年
記
念
特
別
展

「
桃
山
三
都 

―
京
・
大
坂
と
肥
前
名
護

屋
―
」
が
開
催
中
で
す
。
豊
臣
秀
吉
が

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
桃
山
時
代
に

栄
え
た
三
つ
の
都
市
に
光
を
当
て
て
お

り
、
お
正
月
に
鑑
賞
す
る
の
に
ぴ
っ
た

り
の
展
覧
会
で
す
。

黄金の茶室（復元）

令和４年（２０２２）制作

佐賀県立名護屋城博物館蔵

豪華絢爛な「黄金の茶室」。開場式では、特別にお点前が披露された =１２月６日、
佐賀市の佐賀県立美術館

佐賀のお正月
豪
華
絢
爛
　
秀
吉
ゆ
か
り
の
「
黄
金
の
茶
室
」
を
移
設
展
示

　
日
本
史
の
中
で
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳

川
家
康
が
天
下
人
と
し
て
野
心
を
燃
や
す
戦
国
・

安
土
桃
山
時
代
～
江
戸
初
期
は
と
て
も
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
で
、
特
段
の
歴
史
好
き
で
な
く
と
も
興
味

深
い
時
代
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
佐

賀
県
に
は
、
そ
の
時
代
の
流
れ
を
た
ど
る
上
で
貴

重
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
秀
吉
が
文
禄
・
慶
長
の

役
の
出
兵
拠
点
と
し
て
築
き
、
全
国
か
ら
名
だ
た

る
大
名
が
集
っ
た
肥
前
名
護
屋
城
（
唐
津
市
鎮
西

町
）
で
す
。
そ
の
壮
大
さ
は
「
城
石
垣
は
京
都
に

も
勝
り
」「
天
守
な
ど
も
聚
楽
第
に
も
勝
る
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
こ
の
お
正
月
、「
桃
山
三
都
」
展
で
ぜ
ひ
と
も
鑑

賞
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
豪
華
絢
爛
な
秀
吉
ゆ
か

り
の
「
黄
金
の
茶
室
」（
復
元
）
で
す
。

　
全
体
に
金
箔
を
施
し
た
黄
金
の
茶
室
が
登
場
す

る
の
は
１
５
８
５
（
天
正
13
）
年
。
関
白
と
な
っ

た
秀
吉
が
千
利
休
を
伴
い
、
初
め
て
御
所
で
開
い

た
「
禁
中
茶
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

９
回
の
使
用
記
録
の
う
ち
、
後
半
の
４
回
は
肥
前

名
護
屋
で
す
。
秀
吉
は
明
国
か
ら
の
使
節
団
を
黄

金
の
茶
室
に
招
き
入
れ
る
な
ど
外
交
の
舞
台
と
し

て
も
用
い
て
お
り
、
そ
の
権
威
の
大
き
さ
を
誇
示

し
た
の
で
し
ょ
う
。
黄
金
の
茶
室
は
、
佐
賀
県
立

名
護
屋
城
博
物
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
２
０
２
２

年
度
の
設
置
以
来
、
今
回
初
め
て
館
外
へ
移
設
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
６
日
の
開
場
式
で
は
、
そ
の
黄
金
の
茶
室

で
特
別
に
お
点
前
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
表
千
家

同
門
会
佐
賀
県
支
部
幹
事
の
馬
場
宗
白
さ
ん
が
亭

主
を
務
め
、
同
支
部
元
副
支
部
長
の
高
森
宗
順
さ

ん
が
補
佐
。
山
口
祥
義
知
事
が
正
客
と
な
り
、
佐

賀
新
聞
社
の
中
尾
清
一
郎
社
長
が
黄
金
の
茶
室
の

歴
史
的
意
味
合
い
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。
豪
華

絢
爛
な
桃
山
文
化
の
世
界
を
象
徴
す
る
た
た
ず
ま

い
に
、
参
加
者
か
ら
は
た
め
息
が
も
れ
ま
し
た
。

特 集

龍虎図　　狩野山雪

江戸時代　１７世紀前半　佐賀県立博物館蔵

黄金の茶室（復元）

令和４年（２０２２）制作

佐賀県立名護屋城博物館蔵

佐
賀
新
聞
創
刊
１
４
０
周
年
記
念
特
別
展
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も
ち
ろ
ん
今
回
の
特
別
展
の
魅
力
は
、
黄
金

の
茶
室
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
桃
山
時
代
、

京
、
大
坂
、
肥
前
名
護
屋
の
三
都
は
、
ど
ん
な

規
模
で
、
ど
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
の

か
。
三
つ
の
都
市
そ
れ
ぞ
れ
を
描
い
た
屏
風
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
見
て
ほ
し
い
の
は
、「
浮
世
絵
の
祖
」
と

呼
ば
れ
る
岩
佐
又
兵
衛
が
京
の
都
を
描
い
た
国

宝
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
舟
木
本
）」
の
高
精
細

複
製
品
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
右
端
に
豊
臣
秀
吉

ゆ
か
り
の
方
広
寺
を
配
し
、
左
端
に
は
徳
川
家

康
の
二
条
城
を
描
い
て
い
ま
す
。
豊
臣
家
と
徳

川
家
の
象
徴
を
対
峙
さ
せ
て
お
り
、
１
６
１
５

（
慶
長
20
）
年
の
「
大
坂
夏
の
陣
」
に
近
い
時

期
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
画
面
に
は

２
５
０
０
人
近
い
人
々
が
描
か
れ
、
市
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
大
坂
城
図
屏
風
」
は
、
豊
臣
期
の
大
坂
城

を
描
い
た
現
存
最
古
の
作
品
で
す
。
本
来
は
８

曲
か
６
曲
だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
は

２
扇
分
が
一
隻
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

坂
城
天
守
を
は
じ
め
、
極
楽
橋
や
天
満
橋
と
と

も
に
、
四
天
王
寺
周
辺
の
情
景
を
描
い
て
お
り
、

城
下
に
暮
ら
す
人
々
の
様
子
も
確
認
で
き
ま

す
。

　「
肥
前
名
護
屋
城
図
屏
風
」
は
名
護
屋
城
が

画
面
中
央
上
部
に
描
か
れ
、
５
層
の
天
守
を
は

じ
め
、
周
辺
に
広
が
る
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大

名
た
ち
の
陣
屋
、
城
下
町
に
暮
ら
す
人
た
ち
ま

で
描
い
て
い
ま
す
。
左
側
中
央
付
近
の
明
国
か

ら
訪
れ
た
使
節
団
の
姿
か
ら
、
１
５
９
３
（
文

禄
２
）
年
５
月
ご
ろ
の
様
子
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
桃
山
三
都
展
は
１
月
29
日
（
水
）
ま
で
。
会

期
中
、
国
宝
５
点
、
国
重
文
５
点
を
展
示
し
ま

す
が
、
作
品
保
護
の
た
め
、
一
部
作
品
は
展
示

替
え
が
あ
り
ま
す
。

三都の栄華伝える屏風、秀吉の朱印状なども
刀銘　肥前国忠吉　慶長五年八月吉日　

慶長５年（１６００）　佐賀県立博物館蔵

高精細複製品　松林図屏風（プロジェクションマッピング）

原本：国宝　長谷川等伯筆　安土桃山時代・16 世紀　東京国立博物館蔵

高精細複製品制作：文化財活用センター、キヤノン株式会社

高精細複製品　風神雷神図屏風（写真右・右隻）

　　　　　　　夏秋草図屏風（写真左・左隻）

原本：重要文化財　尾形光琳、酒井抱一筆　　江戸時代・18 ～ 19 世紀　東京国立博物館蔵

高精細複製品制作：文化財活用センター、キヤノン株式会社

豊臣秀吉画像

江戸時代初期　１７世紀

佐賀県重要文化財　佐賀県立名護屋城博物館蔵

豊臣秀吉朱印状（鍋島直茂宛）

（慶長３年・１５９８）８月２５日

佐賀県立名護屋城博物館蔵

菊桐紋蒔絵風呂道具　風呂桶

桃山時代　１６世紀

佐賀県重要文化財　　佐賀県立博物館蔵

高精細複製品　洛中洛外図屏風（舟木本・部分）

原本：国宝　岩佐又兵衛筆　江戸時代・17 世紀　東京国立博物館蔵

高精細複製品制作：文化財活用センター、キヤノン株式会社

豊臣秀吉自筆書状（おね宛）

（文禄２年・１５９３）５月２２日

佐賀県立名護屋城博物館蔵

肥前名護屋城図屏風

桃山時代～江戸時代初期　１６～１７世紀

佐賀県重要文化財　　佐賀県立名護屋城博物館蔵

特集｜佐賀のお正月


